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令和６年度の
県の取組みについて

令和６年５月２７日（月）

令和６年度第１回県及び市町村長・議長会議
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説明内容

 県づくりの基本方向

 令和６年度の主要施策
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県づくりの基本方向
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県⺠とともに県づくりを進めるための指針となる
「第４次山形県総合発展計画」を令和２年3月に策定

【基本目標】

本県ならではの人と自然の調和に基づいて、将来にわたり、活力に満ち、
質の高い、“新しいやまがた”の暮らし、社会経済、地域の姿を目指す

◆第４次山形県総合発展計画の概要
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持続可能な開発目標
（ＳＤＧｓ）の視点
から県づくりを推進

政策の柱

①次代を担い地域を支える人材の育成・確保

②競争力のある力強い農林⽔産業の振興・活性化

③高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

④県⺠が安全・安⼼を実感し、総活躍できる社会づくり

⑤未来に向けた発展基盤となる県土の整備・活用

山形で暮らして幸せ
山形を訪れて幸せ

本県の特性・資源を活かした
暮らし・地域の基盤を充実

基本目標

第４次山形県総合発展計画における県づくりの基本方向（全体像）
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令和６年度 県政運営の基本的考え方

○ コロナ禍を経て社会経済活動の正常化が進むとともに、デジタル等
の技術革新が急速に進展し、人々の暮らしや働き方に関する価値観も
多様化するなど、時代は大きく動いている。

○ 一方で、足元では、少子高齢化を伴う人口減少の加速や物価高騰の
⻑期化、さらには気候変動や自然災害の頻発・激甚化などが、県⺠
生活や地域経済に大きな影響を及ぼしている。

○ こうした中、第４次山形県総合発展計画を踏まえ、足元の課題への
対応はもとより、未来を⾒据え、安全・安⼼を土台に、県⺠誰もが
個性や能力を発揮でき、将来にわたり地域の活力が持続する県づくり
を力強く推進する。
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２ 県⺠⽣活・地域経済へ影響を及ぼす喫緊の課題への対応

１ 第４次山形県総合発展計画実施計画の目標達成に向けた取組みの強化

３ 未来志向の県づくりの推進

①県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保 〜県⺠の暮らしを守り、⽀える基盤の強化〜

②県⺠⼀⼈ひとりの希望の実現・総活躍の促進 〜山形暮らしの魅力向上、⼈づくりの強化〜

③産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑力の強化 〜産業イノベーションの加速〜

④地域に活力をもたらす国内外との交流の拡大 〜⼈の流れの加速、交流基盤の強化〜

施策展開の主な方向性、重視するポイント
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令和６年度の主要施策
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人と自然がいきいきと調和し、
真の豊かさと幸せを実感できる山形 の実現に向けて︕

人に寄りそい未来を⾒すえた
県づくり予算

令和６年度 当初予算
6,497億8,345万6千円

１ 県⺠の安全・安⼼な
暮らしの確保

２ 県⺠一人ひとりの希望
の実現・総活躍の推進

３ 産業・企業の活性化と
未来を⾒据えた成⻑⼒の
強化

４ 地域に活⼒をもたらす
国内外との交流の拡大



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

ソフト・ハード両面からの治水対策や土砂災害対策等
の県土強靭化の推進、交通安全対策の推進
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○自助・共助・公助による地域防災⼒の強化
・県・市合同総合防災訓練の実施
・出前講座等による防災教育の充実と啓発活動の推進
・自主防災組織リーダー等を対象とする実践的研修の実施
・災害ケースマネジメントの実施に向けた関係機関との連携体制構築【新規】

R5山形県・天童市合同総合防災訓練 自主防災組織リーダー研修会



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

ソフト・ハード両面からの治水対策や土砂災害対策等
の県土強靭化の推進、交通安全対策の推進
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○津波対策の推進
・関係市町が実施する避難路への夜間照明設置

に対する助成（令和８年度までの整備計画を
前倒し実施）

・停電対応型夜間照明
への改修を補助対象
に追加【拡充】

○命を守る住宅改修の促進
・防災ベッドや耐震シェルターの導入、居室

部分の補強を⾏う住宅改修に対する緊急⽀援
【新規】

夜間照明

事業スキーム（緊急支援部分）

補助率８０％
補助上限額30万円
（県：市町村＝1：1）県負担額は15万円/戸上限

対象者

山形県

市町村

補
助

補
助

【減災対策の例】

防災ベッド

耐震ｼｪﾙﾀｰ：外観
ｼｪﾙﾀｰ内部



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

ソフト・ハード両面からの治水対策や土砂災害対策等
の県土強靭化の推進、交通安全対策の推進
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○熱中症予防対策の推進
・児童養護施設の体育館への可搬式冷房機器の設置に

対する助成【新規】
・小中学生（生活保護世帯）の通学時の連絡手段確保の

ための携帯電話等の購入⽀援【新規】
・県独自の熱中症予防啓発チラシを作成し、市町村の

回覧板や広報誌等を活用した一層の注意喚起の実施
【新規】

・市町村が指定する「指定暑熱避難施設（クーリング
シェルター）」の周知【新規】

○交通安全対策の推進
・県内の高校生の自転⾞ヘルメット購入費用への助成【新規】

緊急時の連絡手段確保
（イメージ）



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

人材確保を含む持続可能な保健・医療・福祉提供体制の確⽴
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○医療従事者の確保・定着に向けた取組み
の強化
・医師、看護職員修学資⾦の貸与
・山形大学医学部と連携した医師の確保・定着の促進
・開業医の医業承継に対する⽀援【新規】
・看護職員の勤務環境改善の取組みに対する⽀援【新規】
・病院薬剤師奨学⾦返還資⾦の貸与【新規】
・県⽴病院における人材確保に向けたＰＲ動画の作成、

活用【一部新規】

○安⼼して暮らせる医療提供体制の整備
・県⺠に安⼼、信頼、高度の医療を提供する

県⽴病院の運営
・⻄村山地域における医療提供体制充実強化

のための新病院整備に向けた検討【新規】
新たな県⽴新庄病院
（R5.10月開院）

山形県⽴病院看護職員 PR 動画
（やまがたⅭhannelで公開中）



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

人材確保を含む持続可能な保健・医療・福祉提供体制の確⽴
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○救急医療体制の充実強化
・受入れ体制強化に向けた医療機関に対する情報機器の導入⽀援【新規】

○新興感染症への対策
・協定締結医療機関による設備整備等に対する⽀援【新規】
・新興感染症発生時に対応する医療機関等に配布する個人防護具の購入・備蓄

【新規】

○介護分野における生産性の向上及び介護
人材の確保
・介護生産性向上総合⽀援センターの設置・運営

による介護事業者に対するワンストップ型の⽀援
【新規】

・介護職の社会的評価の向上に向けた戦略的広報の
実施 「キッズタウンやまがた」

における介護職の体験



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

貧困や孤独・孤⽴等の問題への社会全体での対応

15

○社会全体で⽀え合う地域づくりの推進
・孤独・孤⽴対策推進法（令和６年４月施⾏）に

基づく、庁内連携会議及び官⺠連携プラット
フォーム設置準備会議の開催等【新規】

・孤独・孤⽴対策の推進に向けた普及啓発のための
チラシの作成・配布等【新規】

・福祉に関する複雑化・複合化した⽀援ニーズに
対応する包括的な⽀援体制の構築に向けた市町村
に対する⽀援

○保護や⽀援を要する子どもの養育環境
の整備
・コーディネーターの配置による地域における

ヤングケアラーの⽀援体制の強化【新規】
・ＡＩ機能一体型児童相談所業務⽀援システムの

運用【新規】

重層的⽀援体制整備事業のイメージ
（出典︓厚生労働省HP）



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

貧困や孤独・孤⽴等の問題への社会全体での対応
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○困難な問題を抱える⼥性への⽀援
・⽀援制度や相談窓口の周知の強化【新規】
・⼥性⽀援を⾏う団体等との連携による効果的な取組みの検討【新規】

○ひとり親家庭への総合的⽀援と貧困の世代間
連鎖を防止するための⽀援の充実
・ひとり親家庭の生活の実態等に関する調査の実施
【新規】

・低所得のひとり親世帯への県産米の提供

○総合的な自殺対策の推進・強化
・ＳＮＳを活用した相談事業の実施
・市町村、⺠間団体等の取組みに対する補助
・県内大学と連携した「ＳＯＳの出し方教育」の

若い世代への普及
山形県いのちの電話



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

生活利便性向上のためのデジタル技術の活用
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○オンライン診療の導入推進
・へき地診療所以外の場所へのモデル事業の

拡充【一部新規】

○警察業務ＤＸの推進
・運転免許証とマイナンバーカードの一体化

及びオンライン更新時講習の運用開始に
向けた取組み【新規】

○市町村・⺠間と連携したデジタル化施策の推進
・産学官⾦で組織されたコンソーシアムとの連携による、県内各分野のデジタル化に

向けた普及啓発、人材育成
・デジタル技術による地域課題の解決に向けた外部人材の活用

オンライン診療



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

社会インフラ等の効率的・効果的な更新・整備等の推進
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○デジタル技術を活用した道路管理
・ＭＭＳ（モービルマッピングシステム）の活用による、道路空間の３次元点群

データの収集・整備【新規】
・３次元点群データの法面点検や災害時対応等への活用など、道路維持管理の効率化

に向けた検討【新規】



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

地域公共交通の維持確保・利便性向上
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○地域交通ネットワークの充実
・県⺠の生活交通手段であるバス路線や⾞両の

維持に係る事業者に対する⽀援
・バス及びタクシー事業者の運転手確保に

向けた二種免許取得に対する⽀援
・データ等の分析による効果的な路線・ダイヤ

の⾒直し等、利便性向上のための取組みの
推進

・路線バス又はデマンド交通を維持する市町村
に対する⽀援

・生活交通の改善に向けた検討や実証運⾏等を
⾏う市町村に対する⽀援

・フラワー⻑井線の⽼朽化した施設の更新、
整備等に対する⽀援【新規】



① 県⺠の安全・安⼼な暮らしの確保

カーボンニュートラルの実現に向けた取組みの推進
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○カーボンニュートラル県⺠アクションの推進
・カーボンニュートラルやまがた県⺠運動の推進
・脱炭素への理解を深める企業向けセミナーの開催【新規】
・宅配ボックスの普及促進による「置き配」の推進【新規】
・若者向け環境SDGsワークショップの開催
・やまがたカーボンニュートラル大使の活動⽀援
・学生環境ボランティアの育成及び活動⽀援

○水素社会の実現に向けた取組み
・水素に関する理解促進に向けた情報発信や

勉強会の開催、FCVを活用した普及啓発
・水素ステーションの導入可能性調査に

対する補助
・水素ステーション整備に対する補助

山形県における水素社会のイメージ

学生環境ボランティアによる
普及啓発活動の実施



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

結婚、妊娠・出産、子育ての希望を叶える総合的な少子化
対策の推進
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○結婚応援の充実・強化
・「やまがたハッピーサポートセンター（Ａｉナビやまがた）」、

「やまがた縁結びたい」による出会い⽀援
・結婚を望む方向けの婚活⼒向上セミナーの開催

【新規】
・若手社会人を対象としたライフプランセミナー

の開催【新規】

○妊娠・出産に係る経済的⽀援
・不妊検査、保険適用となる不妊治療の自⼰負担分

に対する助成【新規】
両方への⽀援は
東北初！



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

結婚、妊娠・出産、子育ての希望を叶える総合的な少子化
対策の推進
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○幸せな子育て環境の整備、子育て⽀援
の強化
・０〜２歳児の保育料無償化に向けた段階的負担軽減
・「赤ちゃんほっと�ステーション」の登録・設置

促進、県産木材活用ベビーケアルームの整備促進
【拡充】

・保育士等の育休取得促進に向けた代替職員の配置
⽀援【新規】

・待機児童解消に向けて放課後児童クラブを緊急的
に整備する費用への助成【拡充】

全国初！ 県産木材活用ベビーケアルーム



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

質の高い教育の推進、子どもの頃からの郷土への理解や
愛着の更なる醸成

23

○県⽴高校におけるICT環境の活用推進
・県⽴高校のDX化（学習⽀援サービスの充実等）の促進

【新規】
・特別教室等の無線LAN環境整備【新規】

○教職員の働き方改革の推進
・教員の業務等を⽀援する教員業務⽀援員（スクール・サポート・スタッフ）、

校務補助員、部活動指導員を配置
【拡充】

・教頭マネジメント⽀援員の配置
【新規】

・スクールロイヤーの導入【新規】
掲示物を製作する
教員業務⽀援員

部員を指導する
部活動指導員

生徒1人１台ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末と
学習⽀援ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽを活用した学習



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

質の高い教育の推進、子どもの頃からの郷土への理解や
愛着の更なる醸成

24

○魅⼒ある県⽴高校づくりの推進
・地域産業界や大学等との連携による共同研究や

⻑期インターンシップの実施
・地域産学連携コーディネーターの派遣【新規】
・AI・IoT等の次世代分野研修等の実施【新規】

○県⽴高校への県外生の受入れの推進
・学校⾒学バスツアーの実施【新規】
・関係機関と連携した効果的な情報発信【新規】

○地域の良さや愛着・理解の促進
・ポータルサイト「ふるさとやまがた発⾒ナビ」の

内容充実
・中学生が自ら企画・実施する、地域の魅⼒を体験

できるプログラムの普及

県外生受入れのためのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ（ｲﾒｰｼﾞ）

中学生が小学生に獅子踊りの
「お面」のかぶり方を教える様子



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

若者や⼥性の志向を踏まえた魅⼒ある仕事・職場づくり

25

○魅⼒ある仕事・職場づくり等の推進
・若者にとって魅⼒ある職場環境づくりを推進

するため、県内企業の経営者と若手社員等
との座談会の開催

・県外のＩＴ関連企業等のソフト産業が県内
への進出を検討する際の視察に係る経費の
一部（交通費等）の助成【新規】

・令和８年３月に大学等を卒業予定の学生を
対象とした「やまがた合同企業説明会」の
開催（山形会場・東京会場）

経営者と若者との座談会



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

県⺠の地域や産業での活躍促進に向けたﾘｽｷﾘﾝｸﾞ等
の学び直しの機会の充実

26

○産業創造リーダーの育成
・次世代の本県産業を担う官⺠の若手人材が

世界最先端の事業化の取組み等を現地で
学ぶ海外研修の実施

○デジタルスキルの習得⽀援
・県内の在職者等を対象とした「デジタルスキル

アップ研修」等の開催

○将来のデジタルものづくり人材の育成
・県内高校生がＡＩを学ぶ「やまがたＡＩ部」

への活動⽀援

アメリカにおける研修（現地に事務所を
置く企業との意⾒交換の様子）

やまがたAI部の生徒による
ものづくり企業訪問



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

性別、年齢、障がいの有無、国籍及び性的指向・性自認等
に関わらず個性や能⼒が発揮できる社会の形成

27

○多様性が尊重される社会づくりの推進
・多様性が尊重される社会づくり推進セミナーの開催

○男⼥共同参画及び⼥性活躍
の推進
・男⼥共同参画の視点を持った

ユースリーダーの育成

○若者と地域の交流の推進
・若者による若者目線のやまがたの魅⼒の発信
・地域課題の解決に取組む若者グループへの

⽀援【新規】

ユースリーダー養成講座

やまがた魅⼒発信ｱﾝﾊﾞｻﾀﾞｰ
による情報発信



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

性別、年齢、障がいの有無、国籍及び性的指向・性自認等
に関わらず個性や能⼒が発揮できる社会の形成

28

○子ども・若者の意⾒を聞き反映する仕組みの
構築
・子ども・若者が意⾒を表明できる機会の確保【新規】
・「山形県こども計画（仮称）」の策定【新規】

○障がいのある人もない人も共生する社会づくり
の推進
・障がいを理由とする差別をなくすための普及・啓発
・事業所や地域等において、障がい者差別解消の取組み

の中⼼となる「⼼のバリアフリー推進員」の養成

○医療的ケア児とその家族に対する⽀援
・医療的ケア児等⽀援センターの運営
・医療的ケア児の短期受入施設の掘り起こし等【新規】 医療的ケアを実施できる

人材の養成



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

健康寿命延伸に向けた取組みの強化

29

○「健康⻑寿⽇本一」の実現に向けた健康
づくりの強化
・スポーツ関係団体等と連携した歩き方教室の

開催【新規】
・ウォーキングWeb大会等の開催
・減塩・ベジアッププロジェクトの推進

○発症予防からケアまでの総合的な
がん対策等の推進
・がん対策県⺠運動の展開
・若者がん患者の在宅ケアに対する助成【新規】
・動画媒体を活用した生活習慣病予防等の周知

【新規】



② 県⺠一人ひとりの希望の実現・総活躍の促進

文化芸術・スポーツに親しむ機会等の充実

30

○山形県総合文化芸術館を活用した文化芸術
活動の促進

○県⽴博物館の移転整備に向けた対応
・新県⽴博物館の整備に向けた調査・検討
・現県⽴博物館における展示パネル・照明の更新等

【新規】

○スポーツを通した交流の促進
・スポーツ合宿等の県内への誘致促進やスポーツ

イベント開催の⽀援
・県内を拠点とするプロスポーツチームへの⽀援、

プロスポーツチームを活用した地域活性化の取組み
への⽀援

○屋内スケート施設の整備に関する検討

山形県総合文化芸術館 大ホール

山形県⽴博物館



生産性向上、高付加価値化に向けたＤＸの推進

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

31

○高付加価値化や新たなサービスの創出に向けたDXの推進
・ＤＸの専門家（ＤＸコミュニケータ）の企業訪問によるデジタル・ＤＸに関する

助言等の実施【新規】
・観光事業者のＤＸの推進や経営改善等に向けた観光業専門アドバイザーの派遣等に

よる伴走⽀援
・メタバースを活用した県産農林水産加⼯⾷品の販路拡大に向けた展示会への出展や

商談会の開催【新規】



生産性向上、高付加価値化に向けたＤＸの推進

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

32

○スマート農林水産技術の活用推進
・環境モニタリングデータの共有による産地全体の

栽培技術向上及び県内全域への普及推進【新規】
・林業分野におけるＩＣＴ技術を習得するための

研修カリキュラムの作成【新規】
・漁場探索の効率化に向けた利用頻度の高い漁場

における海底地形調査の実施【新規】

○建設DXの推進
・昨年12月に策定した「山形県建設ＤＸ

推進戦略」に基づく官⺠連携による
施策の推進

山形県建設ＤＸ推進戦略

ハウス内環境データの活用



デジタル技術を活かした、若者が主体となるスタート
アップ、ソーシャルビジネス創出⽀援の強化

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

33

○スタートアップ（創業）や起業等の新たな取組みの促進
・産学官による「ヤマガタリアルメタバース研究所」を拠点にしたＸＲの体験、

関連技術の習得機会の提供、県内企業におけるＸＲ（クロスリアリティ）
利活用の促進【新規】

・地域課題解決型ビジネスの創出を目指した取組みの実施
・若者や⼥性、ＵＩターン希望者などによる創業の促進

ＸＲ（クロスリアリティ）
⇒ 現実の世界と仮想空間を融合さ

せ、現実では知覚できない疑似体
験を提供する空間を創り出す画像
処理技術の総称。ＶＲ（仮想現
実）、АＲ（拡張現実）などの先
端技術を含む。



中小企業・小規模事業者の生産性向上、経営基盤強化

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

34

○県内中小企業・小規模事業者の
経営⼒強化の取組みに対する⽀援
《R6当初》
・やまがた産業⽀援機構が⾏う中小

企業・小規模事業者の販路開拓
⽀援のためのモデル事業等への
補助【新規】

《R5.12月補正への前倒し分》
・中小企業・小規模事業者が⾏う

デジタル化や事業継続⼒強化の
取組みに対する補助

・観光事業者が⾏うＤＸの推進や
高付加価値化の取組みに対する
補助

本県経済の持続的発展に向けて
中小企業・小規模事業者をさらに Power Up !!

中
小
企
業
・小
規
模
事
業
者
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
る
県
内
経
済
の
活
性
化

持続化
補助金

ものづくり
補助金

ＩＴ導入
補助金

事業再構築
補助金

中小企業パワーアップ補助金（Ｒ６）
２０５件：２．３６億円の支援

中小企業パワーアップ補助金（Ｒ６）
２０５件：２．３６億円の支援

政府

県

✚

中小企業・小規模事業者

デジタル化
支援事業

観光施設
経営強化
支援事業

販路開拓
支援事業

事業継続力
強化支援

事業

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
創出支援

事業

専門家・商工団体等による伴走型支援あり
やまがた
産業支援
機構の基
金事業 R5.12補 R6当初R5.12補 R5.12補

補助率 1/2

(2/3)

上限額 400万円

(150万円)

予算額 15件

5,000万円

補助率 1/2

上限額 100万円

予算額 100件

1億円

補助率 1/2

(2/3)

上限額 100万円

(150万円)

予算額 60件

6,500万円

補助率 2/3

上限額 50万円

予算額 20件

1,000万円

支援額

110万円/件

予算額 10件

1,100万円

新規



県内企業の事業承継の促進

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

35

○県内企業の事業承継
・事業承継の必要性や承継の取組みを⽀援する「山形県事業承継ネットワーク」

の周知【新規】
・「事業承継・引継ぎ⽀援センター」と連携した講習会の開催【新規】

山形県の事業承継ネットワーク



付加価値の高い観光地域づくり、本県の魅⼒発信の
強化等によるインバウンド誘客の促進

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

36

○戦略的な誘客促進
・「ラーメン県そば王国やまがた」の取組みを核としたデジタル技術の活用による

マーケティング調査とデータ分析を踏まえた周遊型観光の促進【新規】

・ＪＲ東⽇本と連携した「山形県春の観光キャンペーン」
の開催など、官⺠一体となった誘客拡大に向けた取組み
の推進【一部新規】

観光客の⾏動データ収集・分析
（属性ごとの周遊傾向等の明確化）
⇒ 分析結果に基づく
観光客の嗜好に沿った情報発信

・プッシュ型の
おすすめ情報
の発信

・AIを活用した
チャットbotに
よる情報提供

イベント終了後

近隣を周遊

イベント当日

ラーメン県そば王国
やまがたフェスタ

翌日または後日

＋αの訪問

デジタル活用観光誘客事業での展開イメージ

SNSを使用した
情報発信



付加価値の高い観光地域づくり、本県の魅⼒発信の
強化等によるインバウンド誘客の促進

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

37

○さくらんぼを核とした県産フルーツ情報の発信
・令和７年「やまがたフルーツ150周年」に向けたプロモーションの展開【新規】

⇒ プレイベントの開催
⇒ 農家の収穫作業を応援する収穫ウィーク・キャンペーンの開催
⇒ 市町村や企業、団体とのタイアップ企画による情報発信 等

やまがたフルーツ
150周年記念

ロゴマーク・
キャッチフレーズ

令和５年に本格デビューした「やまがた紅王」



付加価値の高い観光地域づくり、本県の魅⼒発信の
強化等によるインバウンド誘客の促進

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

38

○インバウンド誘客の促進
・観光消費額の拡大に向け、訪⽇外国人旅⾏者の中でも消費額が高い層をターゲット

にした付加価値の高い観光地づくりの推進【新規】
・インバウンド誘客促進のため、県内空港への

チャーター便の誘致及び本県を周遊・宿泊
する旅⾏商品の造成⽀援、仙台空港と本県
とのアクセス向上のためのバス運⾏への⽀援

・海外との相互交流拡大に向けたパスポート
取得⽀援、海外教育旅⾏の誘致に向けた
プロモーションの展開等



環境と調和のとれた農林水産業の推進と経営基盤の強化

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

39

○人と環境にやさしい持続可能な農業の推進
・有機農業の担い手確保・育成に向けた栽培技術や販売戦略に係る研修の実施

【新規】
・有機農業に対する理解醸成、県産有機農産物の評価向上に向けた県内外の飲⾷・

小売店におけるＰＲ活動の実施【新規】
・市町村が⾏う有機農業産地づくりへの⽀援

有機農業の栽培技術研修 有機農産物の販売促進フェア



東北農林専門職大学をはじめとする教育機関と連携
した各分野における人材育成・確保

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

40

○農林業のリーダーとなる人材の育成
・東北農林専門職大学（令和６年４月開学）の

管理運営や教育、学術研究等の実施【新規】
・学生の就農、就業に向けたキャリア教育

の実施【新規】

【設置意義】
東北農林専門職大学 校舎

優れた技術と経営⼒、国際競争⼒を⾝に付け、
農林業のリーダーとなる人材の育成

現場の課題解決、関係産業の振興に向けた
研究

農林業の持続的発展と地方創生に寄与

大講義室 学生⾷堂

学生ラウンジ ICT・GIS教室



洋上風⼒発電等の再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの導入拡大、森林ﾉﾐｸｽの
推進などによる経済と環境の好循環を創出す るGXの推進

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

41

○洋上風⼒発電の推進
＜遊佐町沖＞
・遊佐町沖における事業者選定に向けた対応
・洋上風⼒発電の拠点となる基地港湾酒田港

のふ頭用地等の整備【新規】
＜酒田市沖＞
・酒田市沖における洋上風⼒発電導入の合意

形成に向けた取組み
・遊佐町・酒田市沖洋上風⼒の導入による

経済波及効果の調査【新規】

再エネ海域利用法に基づく
区域指定・事業者公募の流れ

（洋上風⼒発電イメージ）
出典︓経済産業省資源エネルギー庁HP



洋上風⼒発電等の再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの導入拡大、森林ﾉﾐｸｽの
推進などによる経済と環境の好循環を創出するGXの推進

③ 産業・企業の活性化と未来を⾒据えた成⻑⼒の強化

42

○地域での再生可能エネルギー導入拡大に向けた⽀援の実施
・地域主体の再エネ導入に向けた事業⽴案等の取組みへの⽀援【新規】
・自家消費型の太陽光発電設備導入（ＰＰＡモデル）の実証事業への⽀援【新規】

○森林吸収源対策の強化、脱炭素社会の
構築に向けた森林ノミクスの加速化
・施業地の集約化などによる効率的な間伐、

高性能林業機械のヘッド更新への⽀援
・再造林の低コスト化に向けた伐採・再造林

一貫作業への⽀援
・高精度な地況・林況情報の取得に向けた、

県と東北森林管理局・市町村との連携による
広域的な航空レーザ測量の実施

森林吸収量
増大

間伐

植
林

川上

川中

主伐＋
再造林

川下

住宅



若い世代をターゲットにした移住・定住施策の推進

④ 地域に活⼒をもたらす国内外との交流の拡大

43

○移住・定住施策の戦略的展開
・市町村・産業界・大学等と連携した移住者の増大に向けた取組みの推進
・首都圏での「移住」と「仕事」の相談窓口の一体化及び情報発信の強化
・若者・子育て世帯への⽀援⾦の給付【新規】

県外からの移住者世帯

米・味噌・醤油 １年分

①若者（40歳未満）

１０万円/世帯

②子育て世帯

（15歳未満の子帯同）

１０万円/世帯

※①と②は併給可能
※「移住支援金」と①・②は併給不可

新
規



地域の活性化につながる関係人口の創出・拡大

④ 地域に活⼒をもたらす国内外との交流の拡大

44

○地域・企業共創による関係人口拡大モデルの構築
・地域づくりを共に⾏う地方創生に関⼼のある企業を呼び込み、農村地域の活性化に

つながる関係人口の創出・拡大を目指すモデル事業の実施【新規】

地域と企業の共創イメージ

【地域】

地域自らが地域のあり方を考え、
共有する

関係人口と連携・協働したいこと
の棚卸し

地域が求める関係人口像の明確化

【企業のニーズ】

企業経営のCSR・SDGs・健康経営等
で地方と連携したい

異業種交流により新たなﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽ
を開拓したい

自由で多様な働き方の実現！



外国人材の受入拡大・定着促進
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○外国人が活躍できる多文化共生社会の実現に向けた取組みの推進
・「山形県多文化共生推進プラン（仮称）」の

策定【新規】

○外国人材の受入拡大・定着促進による
地域活性化
・外国人材の受入拡大・定着に向けた企業向け

相談機能の強化及び⽇本語教室開催への⽀援
【新規】

・外国人材確保のための関係構築に向けた現地
での送出機関と県内事業者のマッチング⽀援
等の実施【新規】

・県内企業が⾏う外国人労働者の生活環境整備
のための取組みに対する補助【新規】

外国人材活用
支援窓口

企業

採用
相談

伴走型
支援

外国人材活用⽀援窓口

外国人を対象とした⽇本語教室



外国人材の受入拡大・定着促進
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○外国人介護人材の受入促進
・外国人介護人材センターによる外国人介護人材の受入れ・確保・定着に向けた⽀援

【拡充】
・介護事業所における外国人介護人材の受入拡大に向けた海外現地活動経費（渡航

経費等）の⽀援【新規】

○農業の人手不足の解消に向けた
外国人材活用のトライアル実施
及び受入農業者への⽀援
・外国人材サポート機能の整備による

農業者の制度理解の促進及び相談
対応【新規】

・他県や人材派遣企業と連携した農繁
期に外国人労働者の派遣を受ける
仕組みの試⾏【新規】

インドネシアカンボジア フィリピン

○ 初夏〜夏季に収穫のﾋﾟｰｸとなる
本県農作物(さくらんぼ、枝豆、
すいか)における労働⼒を確保

長崎県

品 目︓かんきつ類、ばれいしょ、
大根、ニンジン など

（４〜６月）

長崎県

品 目︓かんきつ類、ばれいしょ、
大根、ニンジン など

（11〜翌３月）

北海道

品 目︓ばれいしょ、
ニンジン など

（７〜10月）

長野県

品 目︓レタス など
（７〜10月）

山形県

品 目︓【想定】さくらんぼ、
枝豆、すいか など

（６〜８月）

4月

6月

7月

11月

3月

■ リレー派遣のイメージ
○農繁期の異なる地域が連携し、

労働者を収穫時等の人手が必
要な時期に合わせて、各地域
に順次派遣する方式

北海道

山形県

長野県

長崎県



グローバルな商業活動を支援する国際物流の強化
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○国際物流の強化
・酒田港利用拡大に向けたポートセールスの実施
・定期コンテナ航路の利用荷主に対する助成
・モーダルシフト等を推進するための助成制度の創設【新規】



交流を支える交通ネットワークの充実強化
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○山形新幹線米沢トンネル（仮称）の早期実現
・ＪＲ東⽇本と共同で実施する米沢トンネル（仮称）整備

計画に係る調査の推進
・将来の米沢トンネル（仮称）整備費用の負担に備えた

基⾦の創設【新規】

○「やまがた鉄道沿線活性化プロジェクト」の推進
・米沢トンネル（仮称）の早期実現や、県内の鉄道の維持・発展に向けた県内全域

での鉄道沿線活性化及び利用拡大につながる取組みの推進

○庄内空港ビルの機能強化
・庄内空港ビルの国際線と国内線の動線分離等のための

機能強化に向けた基本計画の策定【新規】

庄内空港ビル



~ ご清聴ありがとうございました ~

⼈と自然がいきいきと調和し、
真の豊かさと幸せを実感できる山形 を実現！

49


